セルロース系バイオマスと糖化酵素の相互作用解析 by Imai, Makiko






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
 - 1 -
（ 続紙 １ ）                             













































じプロセッシブ型の CBH II は混合比から予想されるよりも遥かに吸着量が少なか
った。このことから、CBH I は CBH II よりも活性が高く、分子の端から連続的
に分解していくプロセッシブ性が強い酵素であることが示された。糖質結合モジュ
ール (CBM) をもたないキシラナーゼ Xyn III がほとんど切片に吸着されなかった
のと比較して、CBM をもつ Xyn10 は切片への吸着量が多かった。また、Xyn10 
































 - 3 -
 




































要旨公開可能日：   年   月   日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 
